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わ が ま ち ト ピ ッ ク ス

■「広報あしや」配布に関する問い合わせ　芦屋市シルバー人材センター（フリーダイヤル ☎0120-408-812）　※広報あしやは、集会所等市内公共施設でも配架しています。

■日時　８月27日（日）午前10時～午後８時（予定）
■会場　精道小学校（校庭・体育館）　　　　　　
■内容　ヒーローショー・熱気球体験・その他　

芦屋７７７プロジェクト
ウルトラセブンが芦屋にやってくる！

問い合わせ　芦屋市商工会　☎23-2071

■�日時　９月25日～ 11月27日（月・全９回）
　午前８時45分～午後４時
■�内容　健康作り、友だち作りを目指して、「布引ハー

ブ園」「山の辺の道」「ススキの砥峰高原バスツアー」
「紅葉の箕面」「京都・永観堂から哲学の道へ」な
ど、毎回10㎞を歩きます。（やや中級者向け）
■定員　26人
■講師　山のインストラクター・中谷良三氏
■費用　2,700円（要交通費）
■�申し込み　①講座名 ②住所 ③氏名 ④電話番号 ⑤

年齢を記入し、はがきかファクスで、９月11日（月）
〈必着〉までに下記へ。応募者多数の場合抽選（芦
屋市民優先）

健康ハイキング講座〈全９回〉
紅葉の名所と文化探訪

問い合わせ　公民館
☎35-0700/穐31-4998（〒659-0068�業平町8-24）

公民館講座���「芦屋の街かどウオッチング」〈全２回〉
石造文化財をめぐる   ～石に刻まれた芦屋の歴史～

■日時　①９月21日（木）午前９時30分（市民センター 203室集合）　　　　　

　　　　②９月28日（木）午前９時30分（阪急芦屋川駅前集合）

■内容　①石造文化財について（講演）・旧打出村の石造文化財を見学

　　　　②旧芦屋・三条・津知村の石造文化財を見学

■定員　25人　■費用　200円

■講師＆ナビゲーター　　

　森山由香里（生涯学習課学芸員）

■申し込み　講座名・住所・氏名・電話番号

　を記入の上、はがきかファクスで９月１日（金）〈必着〉で下記へ

　　※応募者多数の場合抽選、芦屋市民優先

　　※各回ごとの申し込みはできません

問い合わせ　公民館　☎35-0700/穐31-4998（〒659-0068�業平町8-24）
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問い合わせ　生涯学習課　☎38-2115

アクセサリーの金環双龍環頭大刀のみつかった古墳

「 古 墳 時 代 の 芦 屋 」展

　古墳時代の芦屋の人々は、どのような暮らしをし
ていたのでしょうか？子どもから大人まで、わかり
やすく楽しめる展示をします。
　この夏、古墳時代の芦屋にタイムスリップしてみ
ませんか？

■期間　９月29日まで（土・日・祝除く）
             午前９時30分～午後４時30分
■会場　三条文化財整理事務所

            （三条町39-20 三条分室３階）

芦屋タイムトラベル

私がご案内
します！
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芦屋神社境内古墳

　11月に迎える市制77周年と、1968年のウルトラセ
ブンで、市役所・教会・芦屋川などがロケ地になったこ
とから、「市制77周年」「ウルトラセブン（７）」の数字
を合わた「777プロジェクト」が開催されています。

■日時　８月26日（土）午後７時すぎ（日没）から/縁日は５時から
　※雨天時は８月27日（日）に順延・中止判断は総合公園ホームページへ
　　（「ミズノ　芦屋市総合公園」で検索）
■会場　総合公園陸上競技場
■�内容　「ひつじのショーン　バック・

トゥ・ザ・ホーム」（上映時間85分）
■申し込み　直接会場へ　※入場無料

夏の夕べ芝生に足を伸ばして、親子で映画を！

星空映画会と楽しい縁日 問い合わせ　総合公園管理事務所　☎25-2023

　重要無形文化財の保持者(人間国宝)に認定された人形浄瑠璃
文楽人形遣いの吉田和生さんが、７月24日（月）市役所を訪問さ
れました。
　山中市長から花束を贈られ、「多くのかたがたに育てていた
だいた。これからは、次の世代に技術や知識を伝えていけるよう
尽力したい」と今後の抱負を語られました。

人間国宝認定の吉田和生さんが
市役所を訪問されました

問い合わせ　市長室　☎38-2000 山中市長（右）から花束を受けとる吉田さん（左）

気持ち良い芝生の上で映画観賞


